
大慈寺 (糠塚)調査報告書… 2

調査員 月舘 敏栄

調査期間 平成 29年 9月 4日～ 11月 6日

堂

本堂及び右遠三匝の円形石畳



大慈寺 (糠塚)本堂 調査結果の概要
1.文化財の種類 県重宝 (建造物 )

2.名称及び員数 大慈寺 (糠塚)本 堂 一棟
3。 所 有 者 宗教法人 大慈寺 住職 吉圏 隆法
4.所 在 地 八戸市長者一丁目 6-59
5.建築年代等 文化三年 (1805)(標札 ) 大標梁 上野与惣治幅重

6.規模及び構法

(1)建築形式 本造平屋建て
(2)屋根形式 鉄板葺き入母屋屋根 (当初は、茅葺寄棟屋根 )
(3)構造形式 本造軸組在来構法、和小屋組
(4)面  積 延床面積 252.715ぷ
(5)規  模 桁 行   1了 。 188m

梁 行   14.703m
軒 高  約 6.100m
標 高  約 14。 Om

(6)意  匠 内陣外陣の柱頭及び中備に和様の出三導の組物及
び折上格天丼の特長をもつ.当初の茅菫寄標屋根

を活かした唐破風向拝及干鳥破風付入母屋屋根に

改修された。

7.沿  革
大慈寺 (松館)の宿寺として創建された大慈寺 (糠塚)の本堂は、

文化二年 (1805、 棟札)に再建され、昭和30年 (1955)に唐破風付向

拝及び干鳥破風入母屋屋根に改造し、現在に至つている。

8.建築的特色

形   式 唐破風付向拝 :こ干鳥破風付入母屋屋根の本堂は
県内にはない形式である。

構法的特徴 内陣及び外陣境に丸柱を立て、虹梁を掛けて頭
貫に台輸と支輸で折上格天丼を支える構法は優れている.

意匠的特徴 内陣及び外陣は折り上 |ず格天丼に柱及び束上部
|こ和様の出三斗を組み、小壁に透彫りを藪めた優れた意匠。

０
こ

(3)

9.保存状況
茅菫寄標屋根に租様の出三斗に折上格天丼の優れた意歴を活か

した上で、昭和30年 (1955)に唐破風付向拝及び干鳥破風入母屋屋

根に改造した。地震等で剥落した漆壌壁も修復されている。

10.類似文化財

向拝及び干鳥破風付入母藤麗根の重文として岩本幽神社本殿が

あり、法眼寺本堂 (県重宝、黒石)|ま来迎柱に出三斗を組むが中

備は墓股で、出三斗組を中備えまで組んだ本堂 |ま県内にない .

11.指定理由

文化二年 (1805)本堂建築を示す棟札が残る本堂内部に不0様の出

三斗を円柱及び中備に組んだ意匠は県内にはな <、 改1多を受けな

がらも当初の特長をよ<継承している本堂として県重宝に相応じ

い建造物である。
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1.文化財の種類

2.名称及び員数

3.所 有 者

4.所 在 地

建築年代

及び棟梁

規模及び構法

(1)建築形式

(2)屋根形式

(3)構造形式

(4)面  積
(5)規  模

5.

6.

大慈寺 (糠塚)本堂 調査報告

県重宝 (建造物 )

大慈寺 (糠塚)本堂 1棟

宗教法人 大慈寺 住職 吉田 隆法

八戸市長者一丁目 6-59

文化二年 (1805)(棟札あり)

上野 与惣治藤重 (棟札あり)

本造平屋建て

唐破風向拝及干鳥破風付鉄板葺入母屋屋根 (当初 |ま、茅葺寄棟屋根)

本造軸組在来構法、和小屋組

延床面積 252.715ぶ
桁 行
梁 行
軒 高
標 高

17.188m

14。 703m

約  6.lm

(76. 58坪 )
(9間 2尺 7寸 4分 )

(8間 0尺 5寸 3分 )

(3間 2尺 1寸 )

約 14.Om  (7 Fe3 0尺 9寸 )
*但し、 1間 =6尺 =1 8 1 8rrlmで換算

(6)意 匠 内陣及び外陣に折上格天丼の柱頭及び中備まで和様の出三斗を組

み、小壁の彩色透彫も優れたものである.当初の茅菫寄棟屋根を活

かして昭和30年 (1955)に唐破風向拝・干鳥破風付入母屋屋根への改

造も県重宝にない意匠の本堂として貴重である.

7.沿  革
大慈寺 (糠塚)は、大慈等 (松館、出門 :県重宝)の八戸城下の宿寺として延宝年間 (167

3‐ 1681)1こ困世明鑑幡察奉□尚が長者出南側裾野に創立した曹洞宗の寺である。

現在の本堂 |ま、標札によると文化二年 (1805)に大棟染上野与惣治幅重により建てられた

茅菫寄棟震根であつた。「糠部五郡小壺」 (明治40年、1907)に寄れば、本堂の規模は桁行

9間 4尺 5寸、梁行 8問 1尺 2寸で、現状との難異は改造等によるものである。当時の伽

藍 |ま本堂 彗庫裡に加えて観警堂や鐘楼もあつたことが古記録から1司える。また、本堂前庭

に1よ、右達三匝用の円形石畳も石の風化状態からの当時の設えと推定される。境内も整っ

たこともあり、天保元年 (1830)頃に松館大慈寺の宿寺から本寺に格上 |ずされた。

昭和 30年 (1955)に 日本の名工として名高い中村松太郎氏の設計兼監督により、当初か
らの特長を継承した上で唐破風向拝付及び干鳥破風付入母屋屋根に改造された。当時の改
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修内容に関する記録は不明であるが、棟札に記載された職種は<大工・柾彗・彫亥」・飯金

・在官・蔦 >であることから、屋根に加えて向拝廻りや内陣小壁の一部透じ彫りを行った

と推定される。

写真-1 文化二年 (1805)の棟札   写真…2昭和 30年 (1955)の標札

福衆出大慈寺には、8召琴030年 (1955)の大改修を祈念して作られた絵葉書が残されている.

改修前 1よ茅葺寄棟屋根に彗下げの向拝を設えている。向拝には虹梁が掛けられ、本轟は象

の阿昨彫亥」である。向拝の両側には菱格子の窓がある.

唐破風向拝・干鳥破風付入母藤屋根に改修しただけでな <、 唐破風に1ま向鶴の阿昨の彫

刻を飾り、虹梁及象の阿昨の本鼻彫亥JIよ再使用されたと思われる。向拝両脇の菱格子の窓

も残されている。

また、漆嬢壁及び軒回りの出三斗組もそのまま継承されているので、唐破風付向拝及び

干鳥破風付入母屋藤根に改1多されたものの、当初の特長をよ<継承している。

写真-1 文化二年 (1805)の棟札

写真-3茅 爾寄標麗根の本堂 (向拝に
虹梁・阿昨の本轟彫亥Jが付<)

写真-4唐 破風向拝・干鳥破風付入母屋
屋根に改1多
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写真-5八 戸南部家の家紋に因む
向鶴の唐破風拝飾

写真-6海 者虹梁や雲形模様の持送腕本を
追加したが、軒組 |ま改造なし

現在の内陣及び外陣|よ、約 210年 の歴史を考えると汚れの少ない E椰象を受ける。しか
し、折上格天丼及び出三斗の組物廻りを観察すると、天丼支輸や出三斗の一部に洗浄跡が

残り、組物の奥に煤の汚れが溜まっていること、天丼板に雨漏り跡が見られることなどか

ら8召和 30年 (1955)の大改修時に本堂内部 |ま当初のまま|こ洗浄したと推定される。

写真-7天 丼支輔に洗浄跡が見られる 写真-8天 丼板に雨漏り跡が残つている

本堂倉」建後、約 210年余りに多<の大地震を受けてきたが、最も被害が大きかつたの
は、平成6年 (1994)の三陸はるか沖地震で本堂内部の漆壌壁が最J離・落下したが、東日本

人震災では軽微な被害だけであった。

昭和 30年 (1955)に向拝及び屋根廻りの大改修を受けたが、外観では建築当初の軒回り
や窓の特長を継承し、内部も洗浄を施したが、本堂創建時の中備まで出三斗を組み、内陣

及び外陣の円柱を彫亥J付虹梁で固めた構法的特長を良<残している。

3.建築的特色
(1)本堂の規模

昭和30年 (1955)の屋根改造時|こ向拝回りや広縁に手を力Bえ られているが、本堂の縁廻り

を除<間回は九間、奥行七間半余りで、明治 40年 (1907)の 「糠部五郡小史」に記載され
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た規模 (9F854尺 5寸X8間 1尺 2寸)との違いは改造等による違いと者えられる。

本堂の唐破風向拝の標高は約 8.5m、 千鳥破風標高は約12.05m、 標高は約14mである。

標高がやや低めなのは、元茅葺屋根の小屋組を活かしたためと推定される。

(2)空 F85構成

建築当初は茅葺寄棟屋根であつたが、昭和30年 (1955)の中村松太郎氏の設計兼監督によ

り、現在の唐破風向拝及び干鳥破風付鉄板葺入母屋屋根 |こ改造されたが、本堂の向拝・広

縁・大問 (外陣)。 東序・西序・内陣・室中の間取りは当初のままである.

向拝を登り、虹梁のかかる広縁に入ると高さ 3問 (5。 39m)の天丼の向拝側が化粧屋根裏

なのは茅葺屋根の架構を活かしたためと推定される。広縁から一段高い大問 (外陣)と |ま

直径 1尺 (3031nln)の円柱で仕切られ、須弥壇のある内陣は更に一段高<なつているc内陣

に1ま須3が壇が設えてある。来迎柱や虹梁上の欄間には彩色の龍や透じ彫りが空間を豊かに

している.その奥の渡り廊下が開出堂に繋がつている。この渡廊下も昭和30年の改造と推

定される。この間取りは、県重宝の円明寺や買福寺と類似している。

庫裡、開出堂や復習会館との接含部 |ま改造されているが、本堂内部はほぽ当初の様子を

良<継承している。
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図-1 大慈寺鏃 塚)本堂及び開幽堂間取り
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図-2 大慈寺 (糠塚)本堂立面

写真…9円柱と虹梁と透彫の本堂内部 写真-10彩色の透彫や龍の彫物の須 3郷壇

(3)構造

本堂内部に顕れている架構 |ま限られている。広縁上の架構 |ま茅菫き屋根8寺代の出桁を虹

梁で受けて軒天を賄り、軒側に太い化粧垂本を顕している。

広縁と外陣及び内陣境の間□ 4間を 3分害Jし た位置と来迎柱に直径303mm余 りの円柱を

建てて、小藤組の陸梁が掛 l■られていると推定される.折上格天丼を支える本鼻付出三斗

を各柱頭及び束頭に組み、丸桁で出三料を繋いでいる。

虹染上には彩色透彫や黒漆塗の欄間枠などは昭不030年の改造3寺と推定される。

(4)意匠

曹潤宗の大慈寺本堂 |よ、円柱上部の出三斗などの組み物や浮き彫りのある甕1交に紅梁な

どの意匠、円柱を繋ぐ内法長押・腰貫・台輪などに禅宗様の建築的特徴が施されているが、

折上格天丼の丸桁を出三斗で受 |するなど穂様の影響が見受けられる。
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写真-11 内陣及び外陣を固める円柱と虹梁 写真-12 広縁上部の虹梁と化粧垂本

写真-13 外陣の虹梁・透彫・折上格天丼 図-3 外陣の柱間を折上格天丼 。出三
斗・透彫・虹梁で固めた意匠

9.改造及び保存状態
(1)改造

本格的大改修は3召租 30年 (1955)に 日本の名五 100人 に選定された中村松太郎氏 (八
戸市出身)による設計兼監理で茅葺き屋根から唐破風向拝及び干鳥破風付入母屋屋根に屋

根を掛け替えたことである.この際、正面の建具や室中廻り縁償」と建具を生け替えたと推

定される.更に、本堂奥の開出堂と渡廊下で繋いだ。また、昭和 52年 (1977)に薬師堂を

福衆食館に建て替えた折に福衆会館との接含部の壁等を撤去し、現在の形に改造された。

平成 6年 12月 28日 (1994)の三陸 |よるか沖地震で |ま本堂の漆喰壁が最」雛・落下した
が、修復して現在に至っている.

(2)保存状態

8召不030年 (1955)に屋根回りと外国りの建具を中心に改造を行つているために雨風によ
る建材の目立った傷みは見られないが、曲優Jの上台や束・貫などに腐蝕が生じている。

内部の汚れも少な <、 1994三陸はるか沖地震で被災した漆壌壁の修復も行われ、透じ彫

りや虹梁、出三単などの組物の傷みも殆どな <、 保存状況は良好である.

轟
割
輔
爾
蝋
翻
闇
―――
―――
――‐
――‐
――‐
剛

「
:iz三塾III≧基t

`

::::::::|||

営 _~墜 鰺 蝙
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
摯Ｎ

爾

‐ｉ‐

　

・‥，…「・・嶺

・・・”」」‐ｉ‐
・・

“7ニ

ー

酢

　

一

一

一一
　

¨

１



10。 類似文化財

大慈寺 (糠塚)本堂の特長は、唐破風向拝及び干鳥破風付入母屋屋根の外観と外陣及び内

陣に虹梁及び透彫を廻し、質実剛健な折上格天丼を太い丸桁受けた出三斗組で受 |すている

ことである。この唐破風向拝及び干鳥破風付入母屋屋根に類似した重文に岩本出神社本殿

がある。小規模ではあるが、重厚な E口象である。

空間構成や規模が類似した県重宝に円明寺や法眼寺があるが、来運柱上部に出三斗を組

む程度で中備 |ま墓股で、出三斗などの組物ない。

写真-14 岩本出神社本殿 (重文 )
(唐破風向拝 &千鳥破風入母屋屋根)

写真…15 法眼寺内陣 (県重宝、黒石南)、

(来運柱に本轟付出三導を組む)

11.指定理由
文化三年 (1805)、 再建の標札が残る福衆幽大慈寺本堂は、奮洞宗らしい問取りに折上格

天丼に出三斗組を内陣及び外陣の柱頭及び中備までに配する意匠を施しており、他の県重

宝寺院本堂に見られなしヽ特長を持つている。昭和 30年 (1955)に は、日本の名工 100人
に選定された中村松太郎氏が設計兼監理して、本堂の特長を継承した上で唐破風向拝及干

鳥破風付入母屋屋根を掛けたことも福緊出大慈寺本堂の特長を残した改造と評価できる。

大慈寺 (糠塚)本堂は、文化二年 (1805)再建時の特長を残し、保存状態も良好であるので、

県重宝に相応しい建造物である .

12.文献
(1)「青森県の近世社寺建築  (I)、 (II)J

(2)文化財シリーズ「第28号 八戸の社寺建築 上」、「第29彗 八戸の社寺建築 下」

(3)「曹潤宗 糠塚福緊出 糠塚大慈寺 写真と年表 J
(4)「八戸糠塚 福衆出 大慈寺 寺誌 J
(5)「青森県壺 文化財編 建築J
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